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   今回のESCoPは，私にとって初めての国際学会参加であり，初めてのポスター発表
の機会でもありました。
   メインカンファレンスは3日間にわたり開催され，注意，知覚，記憶，学習，メタ認
知，言語など，認知心理学の多様なテーマに関するシンポジウムや発表が行われまし
た。特に，私の研究対象であるワーキングメモリに関連するシンポジウムが多数あ
り，これまで知らなかった研究や論文に関する情報を新たに得ることができました。
今後，それらの論文を精読することで，自身の研究に新たな示唆を得られるのではな
いかと考えています。また，過去に何度も読んだことのある論文の著者の話を直接聞
く機会も多くありました。その中で，各研究者がどのような考えのもとで研究を進め
ているのか，また活躍している研究者がどのような点に関心を持っているのかを知る
ことができました。
   自身のポスター発表では，現実物体を対象とする視覚性ワーキングメモリの再認成
績に対する記憶方略の有効性に，視覚刺激の呈示時間が及ぼす影響を検討した実験に
ついて発表しました。初めてのポスター発表で緊張していましたが，参加者の方々が
理解しようと親身に耳を傾けてくれたため，落ち着いて発表することができました。
今回の発表を通して，実施してよかった点と今後の課題点が明確になりました。
   まず，実施してよかったと感じた点は，想定質問への回答と補足資料の準備です。
学内の発表で受けた質問や提案に対して，自分の考えを英語で伝える表現方法をあら
かじめ考えておくことです。それに加えて，その根拠となる追加分析の結果や先行研
究，過去の発表資料もすぐに提示できるよう準備しました。実際，想定していた考察
内容に関する質問に対し，追加の分析結果を示すことで，納得してもらうことができ
ました。このような事前準備が，研究内容を理解してもらう助けになったと感じてい
ます。
    一方で，もっと的確に説明できていれば，さらに踏み込んだ議論ができたのではな
いかと感じた場面もありました。伝えたい内容はあるものの，それを英語でうまく表
現できないことがありました。質問には短く答えられても，その背景にあるこれまで
の実験結果などについて，論理立てて適切な英語で説明することは難しく，今後の課
題だと考えています。このような力は，発表内容の理解にとどまらず，派生する研究
内容や次の計画について相手の考えを引き出すためにも重要なことだと感じました。
    コーヒーブレイクやカンファレンスディナーでは，参加者との交流の機会もありま
した。発表の場とは異なり，皆さん飲み物を片手にリラックスした雰囲気で交流を楽
しんでいました。今回は，初の国際学会参加ということもあり，一緒に学会に参加し
ていた先輩が様々な方を紹介してくれました。今後は，自分自身で関係を構築できる
ようにしていきたいと考えています。そのために，英語力に加え，プレゼンテーショ
ン力やコミュニケーション力を鍛えていきたいと思います。
    今回の国際学会参加を通して，自分の研究を他の研究者から広く興味を持ってもら
えるものにしたいという思いがより強くなりました。多くの論文に触れ，研究動向を
把握し，意義のある研究成果が得られるよう精力的に研究活動を進めていきたいと考
えています。研究に関する情報を集めることは論文を読むことで十分可能です。しか
し，その研究の背後にある研究者の考えや熱意は，実際に研究者の話を聞き，交流す
ることでより理解できるものだと感じました。今回，本支援をいただいたことで，今
後の研究活動にも大いに役立つ経験をすることができました。この場を借りて，深く
御礼申し上げます。


